
2026 年 4 月 12 日           （第２聖日）                 vol.68No.15 

14日(火)  13:30  初めての聖書の会 
15日(水)  19:30  定例祈祷会 
16日(木)  10:30 朝の祈り会 
17日(金)  6:30  早天祈祷会 

       
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
         

 

                                

                                      

 

≪2026 年年間聖句≫ 

「しかし、まことの礼拝者たちが、御霊と真理によって父を礼拝する時が来ます。 
今がその時です。父はそのような人たちを、ご自分を礼拝する者として求めて 
おられるのです。」                ヨハネの福音書 ４章２３節  

礼 拝 順 序 

司会：大野兄       受付：渡邉典姉・鈴木姉 

奏楽：平野姉・関口泰姉  献金：津村ス姉(祈り)・津村俊師 
礼拝前祈祷                一 同 

 前   奏 「我らの救い主なるキリストは」 奏楽者 

 招   詞             司会者 

※賛   美 讃美歌 ２５２番  一 同 

開 会 祈 祷  司会者 

 主 の 祈 り       一 同 

 交   読 ルカの福音書 ５章１～11節 

  （新約）2017版 117頁 一 同 

 讃   詠 讃美歌 ６６番（１,２節）    一 同 

 聖    書 ヨハネの福音書 21章１～14節 

  （新約）2017版 229頁  司会者  

  賛   美 「球根の中には」      一  同 

            《換気》  

信 仰 告 白    一 同  

牧 会 祈 祷           青山潤師 

宣   教 「ティベリア湖畔で」          青山潤師   

賛   美 讃美歌 ２２５番  一 同 

 献   金                    一 同 

※頌   栄 讃美歌 ５４４番    一  同 
※祝   祷         青山潤師 
※後   奏 

   報   告 

※印は、可能な方はご起立下さい。 

本日の予定 

 10:15  奉仕者祈祷会 

10:20   賛美練習 

10:25  礼拝前 静思の時 

10:30  礼拝、聖餐式 
11:45  教会学校/新来会者クラス 

           読書会 

部会 

14:00   富士見ヶ丘キリスト教会礼拝・聖餐式 

 

来聖日の予定 

   礼拝 

   教会学校/新来会者クラス 

   成人クラス 

    （4/19 昼食有りません） 

       
今週の奉仕             次聖日の奉仕  

生  花：佐野香姉        司 会：齊藤兄      配 信：大野兄・渡邉兄 

トイレ掃除：島津兄姉        奏 楽：関口泰姉      献 金：津村道兄・津村ス姉 

掃  除：渡辺時姉・青山姉    受 付：山田姉・沈姉   プロジェクター：藤原姉 

今週の集会等 

  

今週の宣教  

「ティベリア湖畔で」                                                                                                                       
 
 
 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 週 ４月19日(日) 

讃美歌  252,66(1～3),球根の中には」, 

                          532,545 
交 読  ヨハネ 17：20～26 
聖 書 Ⅰヨハネ １:１～４ 
宣 教 「いのちのことば」 
                青山潤師  

礼拝５分前に着席し、 

祈りつつ礼拝に備えましょう。 



今週のみことば   
                        

 「イエスが死人の中からよみがえって、弟子たちにご自分を現されたのは、 

これですでに三度目である。」 

 （ヨハネの福音書 21 章  14 節 ） 
 

 
 
 
 
  
 
 

 

報  告 

1. 【礼拝】 礼拝前の 10：20から５分間、礼拝で用いる賛美１曲を練習します。 

昼食の販売、有ります。 

2. 【読書会】  礼拝後、いちじくの部屋で読書会を行います。「キリスト者が神を信じるということ」（舟喜信著） 

       の初回です。（「第１部 １ キリスト者が神を信じるということ」ｐ.10～44） 

 

3. 【能登半島地震】  輪島聖書教会（牧師：荒川康司師）の災害支援として募金箱を設置しています。 

            ３月の献金は 93,000円でした。 

            輪島聖書教会の様子も書かれた冊子『能登に教会があって良かった ― 能登半島 

地震被災地支援ルポ ― 』を印刷しましたので、ご自由にお取り下さい。 

 

4. 【教会とは】  「ああ主よ、私たちの神よ。私たちをあわれんでください。私たちはへりくだって御前に祈りま 

す。私たちは初代教会のここに描かれた人々の状況から、何とかけ離れていることでしょう。 

ああ！神よ、あわれんでください。私たちはへりくだって御前に求めます。御霊の御力のうち 

に来て、私たちを目覚めさせてください。私たちをイエスの血潮へと導いてください。私たちを 

謙遜にし、打ち砕いて、ひとりよがりと自己満足を取り除き、私たちを彼らの神を知る民として 

ください。『彼らの神』と呼ばれることを、あなたが恥じることのない民としてください。ああ！主 

よ、あなたのみわざを再び興してください。あなたの力ある御腕を知らしめてください。私たち 

の住むこの邪悪で歪んだ世界の真っただ中で、新しいみわざをなしてください。そして後、そ 

して後のみ、私たちが、栄光のうちにいますその栄誉をとこしえまでも、ほめたたえることがで 

きますように。アーメン」（『教会とは何か』（ﾛｲﾄﾞｼﾞｮﾝｽﾞ p.44） 

 

5. 【みことばの光】  今週のみことばの光による、聖書通読箇所は以下の通りです。聖書を読みましょう！  

12日 ローマ  13章、 13日 14:1～12、 14日 14:13～23、 

15日 15:1～13、 16日 15:14～21、 17日 15:22～33、 18日 16:1～16                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

初めて礼拝にご参加の方、求道中の方へ 

ようこそお越しくださいました。みなさまを心から歓迎いたします。祈りのときは、黙祷し、共に心を 

合わせてくださると感謝です。献金は神さまへの感謝のささげものです。強制ではありません。 

ご相談や聖書の学びを希望される方は、遠慮なく牧師までお申し出ください。 

 

 

 


